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○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

玄
海
環
境
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
規
約
等
の
一
部
を
改
正 

平
成
２
６
年
度
福
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
修
正
案
） 

 

 

々 
 
 
 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

 

々 
 
 
 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

平
成
２
５
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て 

 

 

々 
 
 
 

国
民
健
康
保
険
事
業
地
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い 

 

々 
 
 
 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い 

 

々 
 
 
 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

 

々 
 
 
 

公
共
下
水
事
業
地
区
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

 

々 
 
 
 

地
域
し
尿
処
理
施
設
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

 

々 
 
 
 

住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
つ 

国
会
に
憲
法
改
正
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願 

福
津
市
子
ど
も
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

々 
 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例 

 
 

 

々 
 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定 

福
津
市
学
童
保
育
所
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

福
津
市
郷
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

「
農
業
・
農
協
改
革
」
に
関
す
る
請
願
（
意
見
書
の
要
請
） 

福
津
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る 

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書 

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
根
絶
に
向
け
た
総
合
的
な
対
策
の
強
化
を
求
め
る 

「
農
業
・
農
協
改
革
」
に
関
す
る
意
見
書 
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請
願 

議
案 

議
案 

議
案 

議
案 

議
案 

議
案 

請
願 

議
案 

意
見
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○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ ○ 

福
間
駅
東
開
発
に
よ
り
、
人
口
増
が
す
す
ん
で
い
る

た
め
給
食
設
備
の
増
設
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
８
０
０
食
分
対
応
を
１
３
０
０
食
対
応
と
す
る
も

の
で
す
。 

面
積
は
現
在
の
２
５
４
㎡
か
ら
６
０
４
㎡
と
約
、
倍

に
な
り
ま
す
。
給
食
室
の
完
成
は
２
７
年
８
月
に
な
り

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
冬
に
向
、
風
邪
予
防
の
た

め
肺
炎
球
菌
や
水
痘
予
防
の
た
め
予
防

接
種
の
法
律
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。 

法
律
の
定
め
に
よ
る
接
種
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
接
種
機
関
に
対
す
る
接
種

委
託
料
で
す
。 

津
屋
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
供
用
開

始
以
来
１
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

汚
水
量
の
増
加
に
と
も
な
い
濃
縮
設

備
の
増
設
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
１
系
列
分
の
増
設
を
し
ま
す
。
合

計
２
系
列
と
倍
に
な
り
ま
す
。 

 

基
本
協
定
の
相
手
方
は
日
本
水
道

企
業
団
で
す
。 

福
津
市
９
月
議
会
は
、
９
月
５
日
（
金
）
か
ら
９
月

２
６
日
（
金
）
の
間
で
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
３
０
日
に
は
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
議
案
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

  

福
間
南
地
域
の
郷
づ
く
り
施
設
を

２
６
年
１
０
月
か
ら
供
用
開
始
す
る

こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。 

 

交
流
セ
ン
タ
ー
の
大
会
議
室
使
用

料
は
、
１
時
間
当
た
り
９
７
０
円
、

冷
房
使
用
料
は
３
２
０
円
で
す
。 

請
願
の
趣
旨
に
憲
法
の
見
直
し
と
あ

る
が
、
説
明
で
は
日
本
国
憲
法
は
世
界

一
古
い
。
一
度
も
改
正
し
た
こ
と
が
な

い
。
国
民
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
と
か

（
現
在
国
民
投
票
は
で
き
る
）
、
現
行
憲

法
は
平
時
対
応
で
あ
り
緊
急
事
態
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
と
か
な
ど
で
あ
る
。 

憲
法
改
正
は
国
論
を
二
分
す
る
重
要

な
案
件
で
あ
る
の
で
願
意
が
不
明
確
な

た
め
と
危
険
性
を
含
ん
で
い
る
請
願
で

あ
る
た
め
反
対
し
ま
し
た
。 

 

９
月
議
会
は
議
案
１
１
件
、
認
定
７
件
、
請
願
２

件
意
見
書
４
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
１
件
、

認
定
４
件
、
請
願
１
件
に
は
反
対
し
ま
し
た 

 

 

福
間
南
小
学
校
の
定
員
増
に
よ
り

第
２
・
第
３
学
童
保
育
所
の
新
築
に
伴

い
①
保
護
者
が
預
け
や
す
い
よ
う
に

②
定
員
を
１
６
５
人
に
③
受
け
入
れ

は
３
年
生
ま
で
を
、
６
年
生
ま
で
と
し

ま
す
。 

社
会
保
障
税
等
の
国
民
総
番
号
制

に
移
行
す
る
た
め
電
算
基
幹
シ
ス
テ

ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
委
託
料
で
す
。 

 

 

こ
ど
も
は
、
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
す
。
ど
の
子
も
、
一
人
の

人
間
と
し
て
の
尊
厳
と
権
利
が
守
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

未
来
を
託
す
べ
き
こ
ど
も
は
、
地
域
の

宝
、
社
会
の
宝
で
あ
り
、
未
来
の
希
望
で

す
。 生

ま
れ
て
か
ら
１
８
歳
に
至
る
べ
き
こ

ど
も
が
、
周
り
の
人
た
ち
の
温
か
な
愛
情

に
包
ま
れ
な
が
ら
、
夢
や
希
望
を
抱
き
、

命
を
慈
し
み
、
人
を
思
い
や
る
心
を
持
ち
、

健
や
か
に
成
長
す
る
と
と
も
に
、
社
会
の

一
員
と
し
て
成
長
に
応
じ
た
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
市
が
提
案
し
た
子
ど
も
条
約

（
案
）
前
文
の
書
き
出
し
で
す
。 

良
い
案
文
で
す
。 

純
粋
に
こ
ど
も
の
権
利
を
守
り
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
政
治

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
特
定
の
感
情
論
に
よ

り
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
す
。 

大
人
の
エ
ゴ
で
な
い
こ
ど
も
の
た
め
の

「
こ
ど
も
条
例
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
ど
も
の
た
め
の
こ
ど
も
条
例
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。 

市
民
・
自
治
会
長
要
望
の
地
域
環
境

の
整
備
等
施
策
に
予
算
が
な
い
か
ら

と
は
ね
つ
け
る
の
で
は
な
く
公
正
に

早
く
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

社
会
保
障
を
と
国
は
消
費
税
を
上
げ

る
が
市
民
の
暮
ら
し
は
大
変
で
す
。 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し

国
保
は
値
下
げ
を
す
べ
き
で
す
。 

 

介
護
、
後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
も
認

め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

下
水
道
は
普
及
率
９
０
％
以
上
へ
。

し
尿
は
徴
収
率
の
向
上
へ
。
住
宅
は
回

収
率
の
さ
ら
な
る
向
上
を
求
め
ま
す
。 

 


